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山
々
が
新
緑
に
包
ま
れ
る
好
季
節
、
市

内
は
初
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
闘
竜
灘
で
は
、
５
月
１
日
に
全
国
の
ト

ッ
プ
を
切
っ
て
鮎
漁
が
解
禁
さ
れ
、
５
月

３
日
に
は
、「
花
ま
つ
り
・
鮎
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
鮎
漁
解
禁
で
は
、
琵
琶
湖
産
の
稚
ア
ユ

２
０
０
キ
ロ
が
放
流
さ
れ
、
こ
の
日
を
待

ち
わ
び
た
釣
り
フ
ァ
ン
が
初
釣
り
を
満
喫
。

ま
た
、
伝
統
漁
法
「
筧
漁
」
の
仕
掛
け
も

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
花
ま
つ
り
・
鮎
ま
つ
り
は
、
滝
野
東
・

滝
野
南
小
学
校
の
新
１
年
生
に
よ
る
稚
ア

ユ
の
放
流
で
ス
タ
ー
ト
。
和
太
鼓
や
吹
奏

楽
の
演
奏
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
夜
に
は
北
播
磨
で
は

今
年
初
と
な
る
花
火
大
会
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
五
峰
山
光
明
寺
で
は
、
参

拝
者
ら
が
お
釈
迦
様
に
甘
茶
を
か
け
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
５
月
５
日
に
は
、
室
町
時
代
か
ら
伝
わ

る
と
い
わ
れ
る
県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
「
鬼
追
踊
」
が
、
国
宝
・
朝
光
寺
で

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
松
明
を
持
っ
た
翁
の

踊
り
で
始
ま
り
、
４
匹
の
鬼
が
、
単
調
な

鐘
の
拍
子
に
合
わ
せ
て
、
五
穀
豊
穣
・
無

病
息
災
を
祈
り
、
勇
壮
な
踊
り
を
披
露
。

市
内
外
か
ら
大
勢
の
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ

マ
ン
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
雨
乞
い
踊
り
と
し
て
知
ら
れ
る

県
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
「
秋
津
百

石
踊
」
も
、
４
月
２９
日
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。
干
ば
つ
時
の
み
舞
わ
れ
る
幻
の
舞
と

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
伝
統
文
化
を
継
承

す
る
た
め
、
今
後
、
毎
年
こ
の
日
に
奉
納

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
産
「
や
し
ろ
茶
」
と
し
て
知
ら
れ
る

市
内
の
茶
畑
で
摘
み
取
ら
れ
た
茶
葉
は
、

製
茶
場
で
加
工
さ
れ
、
６
月
初
め
に
は
新

茶
と
し
て
発
売
さ
れ
る
予
定
。
昨
年
は
約

８
ト
ン
の
茶
葉
を
収
穫
、
今
年
は
春
先
の

低
温
で
芽
吹
き
が
少
し
遅
れ
た
も
の
の
、

お
い
し
い
新
茶
が
味
わ
え
そ
う
。

⑧⑨鬼まつりを訪れた大勢の見物客。踊りの後には、たい
まつの煙で清められた餅もふるまわれました。
⑩⑪秋津住吉神社で奉納された「秋津百石踊」。伝統の舞は、
次の世代に受け継がれていきます。

⑦初夏の陽気のもとでの茶摘みのようす。
豊穣な土質と穏やかな気候が育てる「や
しろ茶」は、香りの良さで知られており、
農林水産大臣賞を受賞したことも。

①滝野地域の新1年生による稚鮎の放流。　
②早朝から岩場に太公望が陣取り、鮎の初釣りを楽しまれました。　
③川面を照らす花火。打ち上がるたびに見物客からは歓声が。
④お釈迦様に甘茶をかける子どもたち。
⑤子どもたちによる勇壮な和太鼓演奏。　
⑥鮎が急流を遡上する習性を利用する「筧漁」の仕掛け。
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